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役員の異動に関するお知らせ

このたび ラッセル・インベストメント株式会社（本社：東京都港区）では、下記の通り役員人事を決定いたしまし

たので、ご連絡申し上げます。

記

（2015 年 3 月 1 日付）

氏名 新役職名 旧役職名

ブルース･ダブリュー･フラーム 代表取締役会長兼 CEO 代表取締役社長兼 CEO

ジョン･ R･ムーア 代表取締役社長

マネージングディレクター、

ラッセル・インベストメン

ト・サービス アジア太平洋

地域担当

中川 裕之
執行役員兼シニア ポート

フォリオマネージャー

インベストメントマネジメン

ト＆ リサーチ部長（マルチス

トラテジー担当）

三木 威
執行役員兼クライアント・

サービス本部長
ディレクター

フラームは、1995 年にニュージーランドおよびアジアの顧客向けコンサルティング ディレクターとしてラッセ

ル・インベストメントに入社。1999 年より、新しく設立された同社のシンガポール・オフィスのマネージング ディ

レクターとして、アジアにおけるビジネスを統括。2009 年より、代表取締役社長兼 CEO として、ラッセル・イン

ベストメントの経営全般を統括してまいりました。

ムーアは、2000 年にグローバル・ポートフォリオ･トランジション・チームのシニア ポートフォリオ マネージャーと

してラッセル・インベストメント（米国）に入社。2005 年にオーストラリア支社へ異動し、同地域のインプリメン

テーション･サービスのビジネス構築および開発を統括。2010 年より、日本を拠点にマネージングディレクター

として、アジア太平洋地域におけるビジネスを統括してまいりました。



中川は、2007 年にラッセル・インベストメントに入社し、マルチアセット運用のポートフォリオ・マネージメントに

従事。2009 年より、インベストメントマネジメント＆ リサーチ部長（マルチストラテジー担当）として、マルチア

セット・ソリューション部門を統括してまいりました。

三木は、2006 年にラッセル・インベストメントに入社し、主に年金顧客向けクライアント・サービス及びセールス

を担当。2012 年に、クライアント・サービス本部のディレクターに就任し、年金及び金融法人を含む日本の機

関投資家向けの営業に従事してまいりました。

以上

ラッセル・インベストメントについて

ラッセル・インベストメント グループは、年金、金融機関および個人投資家など様々な投資家の皆様を対象に総合的な資産運

用サービスを提供しています。 運用会社調査、資産運用、オルタナティブ投資、確定拠出年金、資産運用コンサルティング、

売買執行管理など、提供サービスは多岐にわたります。ラッセルは、これら複数の運用サービスを組み合わせ、ポートフォリオ

レベルで投資家のニーズにお応えするマルチ･アセット･ソリューションをご提供しています。ラッセルのマルチ･アセット･ソリュー

ションは、ポートフォリオ全体を俯瞰しながら、運用戦略をつぶさに分析することで、より多くの投資機会を発掘し、高い柔軟性と

さらなる分散効果の向上を目指して構築されています。米国ワシントン州シアトルを本拠地とし、運用資産総額は約 30 兆円※

です。

日本においては 1986 年に東京オフィスを開設。現在、ラッセル・インベストメント株式会社を通じて各種サービスを提供してい

ます。詳しくは www.russell.com/jpii をご覧ください。

（※2014 年 9月末現在 グループ合算、為替換算レート：109.69 円/ドル、運用資産総額には、オーバーレイ運用を含みます。）
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